
2.7　微分係数



　関数 f の定義域の実数 a に対して，極限値 lim
t→a

f(t)− f(a)

t− a
があるなら

ば，それを a における f の微分係数といった．ここで，変数 t に対して変数

h を h = t− a とおく． t = a+ h なので，
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